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後列左から　大橋　博之　　櫻井　政文　　佐藤　富夫　　　　　長谷川　　博　　熊谷　昌崇　　滝　　健 一
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前列左から　石森　晃寿　　上田　　勉　　手代木せつ子　　　  齋藤　　　徹　　土井　光正　　熱海　重徳

新
年
の
あ
い
さ
つ

東
松
島
市
議
会
議
長　

阿　

部　

勝　

德

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
常
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
も
う
す
ぐ
丸
７
年
を
迎
え
ま
す
。
防
災
集
団
移
転
団
地
な
ど
の
住
居
系
の

整
備
は
順
調
に
進
み
、
当
初
計
画
分
の
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
昨
年
８
月
ま
で
に
完
成
、
現
在
追
加

分
の
建
設
が
柳
の
目
西
地
区
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
災
害
復
旧
し
た
森
の
学
校
、
宮
野

森
小
学
校
か
ら
は
子
供
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
鳴
瀬
未
来
中
学
校
は
新
校
舎
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
32
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
鳴
瀬
桜
華
小
学
校
の
造
成
工
事
も
始
ま
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
市
民
セ
ン
タ
ー
や
集
会
所
等
も
復
旧
し
、
市
民
の
皆
様
が
集
い
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
取
り
組
む
な
ど
、
昨
年
は
さ
ら
な
る
復
興
の
進
展
が
感
じ
ら
れ
た
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
復
興
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
平
成
32
年
度
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
復
興
期
間
内
で
の
完
結

を
目
指
し
、
市
当
局
の
立
場
を
尊
重
し
つ
つ
、
市
民
の
皆
様
と
も
一
丸
と
な
っ
て
「
心
の
復
興
」
を
含
め

復
興
の
加
速
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
迎
え
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
し
、
活
力
あ
る
東

松
島
市
の
創
生
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
議
会
の
最
高
規
範
と
さ
れ
て
い
ま
す
議
会
基
本
条
例
の
検
証
や
、
議
員
定
数
お
よ
び
報
酬

等
な
ら
び
に
政
治
倫
理
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
基
に
、
さ
ら
な
る
議
会
改

革
を
進
め
、
議
会
力
を
高
め
な
が
ら
諸
課
題
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
る
意
思
決
定
、

行
政
執
行
監
視
お
よ
び
議
会
意
思
表
明
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
の
改
選
に
よ
り
、
新
体
制
で
の
議
会
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
議
員
一
同
全
力

で
東
松
島
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

年
頭
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あけましておめでとうございます
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債
務
負
担
行
為
＝

１
つ
の
事
業
が
単
年

度
で
終
了
し
な
い
場
合
、
あ

ら
か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務

を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算
で

決
め
る
。
全
体
の
期
間
と
負

担
額
（
限
度
額
）
を
確
定
さ

せ
、
将
来
の
年
度
の
負
担
を

約
束
す
る
。
歳
出
予
算
に
含

ま
れ
ず
、
支
出
時
は
改
め
て

予
算
計
上
が
必
要
。

？

仮
設
建
築
物
の
解
体
事
業
費
等
を
計
上

12
月
補
正
予
算
総
額  

２
億
８
、
９
５
８
万
２
千
円

①
総
務
費
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
費
補
助
金

　
　
　
　

構
成
と
今
後
に
つ

い
て
。

　
　
　
　

現
在
は
13
名
で
活

動
し
て
い
る
。（
元

９
名
、
新
４
名
）
事
業
を
通

し
、
本
市
に
魅
力
を
感
じ
定

住
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め

た
い
。

②
総
務
費
、地
区
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
解
体
撤
去

工
事

　
　
　
　

解
体
に
伴
う
備
品

の
扱
い
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会

と
協
議
し
適
切
に
処

理
す
る
。

③
衛
生
費
、
特
定
不
妊

治
療
助
成
金

　
　
　
　

状
況
と
成
果
は
。

　
　
　
　

11
月
末
現
在
で
25

件
の
申
し
込
み
が
あ

QAQAQA

り
、
助
成
を
し
て
い
る
。
助

成
対
象
の
方
で
、
母
子
手
帳

を
９
件
交
付
し
、
一
定
の
成

果
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
、

申
請
が
予
測
さ
れ
る
15
件
分

の
補
正
。

④
土
木
費
、道
路
橋
り
ょ

う
復
興
費
、
避
難
道
路

整
備

　
　
　
　

債
務
負
担
行
為

の
理
由
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

橋
げ
た
の
製
作
に

要
す
る
期
間
が
通
常

よ
り
４
か
月
ほ
ど
か
か
り
、

年
度
内
完
了
が
見
込
め
な
い

た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
設

定
す
る
も
の
。

⑤
土
木
費
、
住
宅
復
興

費
、
調
査
測
量
設
計
業

務
委
託
料

　
　
　
　

内
容
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

柳
ノ
目
西
地
区
集

団
移
転
地
周
辺
の
道

QQ

？

AQQA

路
整
備
に
係
る
調
査
測
量
設

計
業
務
委
託
料
。

⑥
教
育
費
、
監
視
カ
メ

ラ
設
置
工
事
（
赤
井
小
、

大
塩
小
）

　
　
　
　

今
後
の
設
置
予
定

は
。

　
　
　
　

来
年
度
は
矢
本
東

小
、
大
曲
小
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
赤
井
南

小
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
改

修
時
に
予
定
し
て
い
る
。

⑦
教
育
費
、
矢
本
第
一

中
学
校
Ｅ
Ｘ
Ｐ
．
Ｊ
改

修
工
事

　
　
　
　

詳
細
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耐
震
構
造
に
使
わ
れ

る
部
品
で
交
換
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
。

QQAQQA

会計区分 補正額 補正後の額

一般会計 △4,516万0 459億3,290万0

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 2億2,242万9 57億4,578万0

介 護 保 険 371万9 31億1,896万3

農 業 集 落 排 水 事 業 △39万8 1億3,548万1

漁 業 集 落 排 水 事 業 △2万6 881万9

下 水 道 事 業 5億0,482万5 119億7,875万4

大 曲 浜 土 地 区 画 整 理 事 業 △3億9,580万7 9億0,495万6

 合　　　計（一般会計+特別会計） 2億8,958万2 678億2,565万3

No. 款 細々節 補正額（増額）

1
総務費

地域おこし協力隊活動費補助金 △3,400

2 地区サポートセンター解体撤去工事等
（工事請負費） 21,296

3 衛生費 特定不妊治療助成金 3,000

4
土木費

避難道路整備工事 △595,000

【債務負担行為】
東名・新東名線避難道路整備工事

【限度額】
222,000

※期間（平成29〜30年度）

【債務負担行為】
台前・亀岡線避難道路整備工事

【限度額】
120,000

※期間（平成29〜30年度）

5 調査測量設計業務委託料 18,905

6
教 育 費

監視カメラ設置工事（赤井小、大塩
小）等（工事請負費） △4,782

7 矢本第一中学校ＥＸＰ．Ｊ改修工事
（工事請負費） △1,700

■ 12 月補正予算の状況 ■■ 12 月補正予算 質疑があった事業（細々節名） ■
（単位：千円、△は減額）（単位 : 千円、△は減額）

　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
ほ
か
６
特
別
会
計
の
補
正
予

算
を
慎
重
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
多
数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
点
か

質
疑
お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲地域おこし協力隊による企画イベント（奥松島マルシェ）
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公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者

候
補
者
の
募
集
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
３
社
が
資
料
を
求
め

に
き
て
、
内
、
１
社
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

１
社
な
の
で
無
条
件
で
決
定

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
市
の

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に

よ
る
厳
密
な
審
査
を
受
け
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
松

島
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
を
引

き
続
き
、
東
松
島
市
蔵
し
っ

く
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
は
原
案
可
決

す
べ
き
も
の
と
報
告
さ
れ
、

本
会
議
で
は
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
（
平
成
26
年
法

律
第
94
号
）
が
施
行
さ
れ
同

法
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体

の
区
域
内
の
諸
条
件
に
応
じ

た
小
規
模
企
業
に
関
す
る
施

策
の
策
定
実
施
等
の
責
務
が

規
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
本

市
で
も
条
例
制
定
を
す
る
も

の
で
す
。

　

東
松
島
市
内
に
お
け
る
中

小
企
業
小
規
模
企
業
が
地
域

経
済
の
発
展
や
就
業
機
会
の

提
供
等
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

そ
の
経
営
基
盤
の
強
化
及
び

健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
た

め
基
本
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　

委
員
長
報
告
は
原
案
可
決

す
べ
き
も
の
と
報
告
さ
れ
、

本
会
議
で
は
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

東
松
島
市
蔵
し

っ
く
パ
ー
ク
の

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

新
規
条
例
制
定

東
松
島
市
中
小
企
業
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
１
４
５
号

（
総
務
常
任
委
員
会
付
託
）

議
案
第
１
１
９
号

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
）

議
案
第
１
２
０
号

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
平
成
28
年
4
月
１
日
施

行
さ
れ
た
た
め
本
市
で
も
新

規
条
例
と
し
て
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　

法
改
正
の
主
な
内
容
は

⑴
農
業
委
員
会
の
事
務
の
重

点
化

⑵
農
業
委
員
の
選
出
方
法
等

の
変
更
（
公
選
制
か
ら
議
会

の
同
意
を
得
て
市
長
の
任
命

制
に
変
更
）

⑶
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
新
設
で
す
。

　

農
業
委
員
の
定
数
は
16
人
、

推
進
委
員
は
11
人
。

　

ま
た
報
酬
額
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
農
地
面
積

農
家
戸
数
か
ら
妥
当
で
あ
る

と
判
断
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
は
原
案
可
決

す
べ
き
も
の
と
報
告
さ
れ
、

本
会
議
で
は
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▲蔵しっくパーク（矢本字北浦）

▲農地利用の最適化が期待される

▲地域経済の発展へ

他議会からの視察来庁
10 月   ４日　茨城県　常総市議会　総務常任委員会　６名
10 月 13 日　岐阜県 高山市議会 福祉文教委員会　７名
10 月 24 日　千葉県 茂原市議会 政明クラブ（会派）３名
10 月 26 日　熊本県 荒尾市議会 建設経済常任委員会　６名
10 月 30 日　岡山県 岡山市議会 環境消防水道委員会　６名
11 月   ６日　京都府議会 府民生活・厚生常任委員会  11 名
11 月   ７日　福岡県 遠賀郡 町議会議長会 ３名

11 月   ９日　大分県 豊後大野市議会 厚生文教常任委員会６名
11 月 14 日　熊本県 益城町議会　15 名
11 月 14 日　熊本県 大津町議会 経済建設常任委員会 ５名
11 月 15 日　大分県 大分市議会 社会民主クラブ（会派）３名
11 月 15 日　福岡県議会 建築都市委員会 11 名
11 月 15 日　福岡県 川崎町議会 総務常任委員会 ３名
11 月 20 日　静岡県 静岡市議会 志政会（会派） １名
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議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

承認第６号
専決処分した事件（平成 29 年度東松島市一般会計補正予算（第７号））の承認について
…去る 10 月下旬の台風 21 号、22 号における災害復旧工事について、早急な対応を行う必要があること

から専決処分したので、議会に報告し承認を求めたもの。

議案第 121 号
東松島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例について
…市三役および議員の期末手当を算出する場合それぞれ給料月額、報酬月額に 6 月は「100 分の 155」

を「100 分の 157.5」に、12 月は「100 分の 170」を「100 分の 172.5」に改正。

議案第 122 号
東松島市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
…職員の６月、12 月の勤勉手当を算出する場合、勤勉手当基礎額に「100 分の 85」を「100 分の 90」

に乗じることにするもの。

議案第 123 号 東松島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
…任期付職員の 12 月に支給する期末手当は「100 分の 162.5」を「100 分の 165」に改正。

議案第 124 号
東松島市道路占用料等条例の一部を改正する条例について
…平成 27 年度に行われた固定資産税評価額の評価替えに対応して政令が一部改正され、平成 29 年４月

１日から施行されたことを受け改正後の政令別表に準じて所要の改正を行うもの。

議案第 125 号
東松島市公園条例の一部を改正する条例について
…地方公共団体が設置する公園に関する運動施設の敷地面積の割合について、従来の 100 分の 50 とい

う基準を十分参酌した上で当該地方公共団体が自ら条例で定めることとなったため改正を行うもの。

議案第 126 号 東松島市行政財産の使用料徴収条例の一部を改正する条例について
…政令および道路占用料等条例の改正に準じて、使用料単価の見直しを行うもの。

議案第 127 号 東松島市公共物管理条例の一部を改正する条例について
…政令および道路占用料等条例の改正に準じて、使用料単価の見直しを行うもの。

議案第 128 号
東松島市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例について
…地上権等が設定されている土地の受益者に、土地所有者を含める他、賦課対象区域の告示時期の変更、

負担金一括納付報奨金の廃止等。

議案第 129 号
東松島市テレビ共同受信施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について
…松島基地の騒音に対してのことで、東日本大震災後、使用不可となったもので、アナログから地上デジ

タルに変わったため廃止することとしたもの。

議案第 130 号（債）平成 29 年度室浜漁港（23 年災第 8582 号）於着浜 2 堤防災害復旧工事請負契約の締結について
…工事請負契約の締結をしようとするもの。復旧延長は 68.1m。

議案第 131 号
（債）平成 29 年度室浜漁港（23 年災第 8583 号）大浜山田堤防災害復旧工事（その 2）請負契約の締結
について
…工事請負契約の締結をしようとするもの。復旧延長は 115.8m。

議案第 132 号
（債）平成 29 年度赤井排水区（雨水排水）下水道雨水調整池工事請負契約の締結について
…工事請負契約の締結をしようとするもの。工事の概要は調整池工事で、掘削工 26,000㎥、函渠工は、

167.3m で平成 32 年 3 月 16 日までの 3 カ年の工事。

議案第 133 号

（債）平成 27 年度赤井排水区外（雨水排水）下水道管渠工事請負変更契約（第 3 回変更契約）の締結に
ついて
…主な変更内容は、赤井排水区の発進立坑仮設工において鋼矢板を一部存置へ、五味倉排水区においては

鋼矢板の根入れ長さを変更、そして鉄道近接区間は施行工種毎に算出した配置人員へ変更するもの。

議案第 134 号

（債）平成 27 年度大曲排水区（雨水排水）下水道雨水調整池工事請負変更契約（第 5 回変更契約）の締
結について
…主な変更内容は、市道道下 173 号線について法面保護の大型土のう撤去の変更と市道切下げ工を追加、

構造物工の仮設排水は水中ポンプ排水からウエルポイント工排水へと変更するもの。

議案第 135 号

（債）平成 27 年度下街道排水区（雨水排水）下水道管渠工事請負変更契約（第 2 回変更契約）の締結に
ついて
…主な変更内容は、推進工法により発生する汚泥を処理する際に自然由来と思われる環境基準を超える砒

素が検出されたため、砒素不溶化の追加処理が必要となったもの。

議案第 136 号
野蒜北部丘陵地区被災市街地復興土地区画整理事業に係る工事等業務委託変更契約（第 6 回変更契約）の
締結について
…主な変更内容は、換地処分及び区画整理登記業務等が完了した事による業務委託料の減額。

議案第 137 号 財産の処分（JR 仙石線鉄道用地）について
…東日本旅客鉄道（株）へ、JR 仙石線鉄道用地（野蒜ケ丘一丁目 17 番 1　外 4 筆）を売払うもの。

議案第 146 号
平成 29 年度浜市小学校災害復旧用地造成工事請負契約の締結について
…平成 32 年度開校の鳴瀬桜華小学校用地造成工事請負契約を締結しようとするもの。工事の概要は、土工、

法面工、舗装工、調整池工、水路工、準備工等である。

12月定例会可決議案
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諮
問
第
4
号

人
権
擁
護
委
員
　

大
友
佳
代
氏
適
任

と
答
申

　

平
成
29
年
第
4
回
定
例
会

に
お
い
て
、大
友
佳
代
氏（
小

野
）
の
人
権
擁
護
委
員
へ
の

推
薦
に
つ
き
適
任
と
答
申
し

ま
し
た
。
今
回
、
現
委
員
の

大
友
佳
代
氏
が
平
成
30
年
３

月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
き
、
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
た
め
、
推
薦
に
つ

い
て
、
市
長
よ
り
意
見
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会

お
よ
び
第
６
回
臨
時
会
に
お

い
て
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
議

や
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議

し
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
た
め
、
賛
否
の
別

れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

賛 

否 

が

分
か
れ
た
議
案

議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

議案第 117 号
（債）平成 29 年度大曲排水区（雨水排水）下水道管渠工事（その２）請負契約の締結について
…工事請負契約の締結をしようとするもの。工事の概要は、大曲字道下地内外の管渠工（オープンシール

ド工法）にて 1097.1 ｍ施工延長するもの。

議案第 118 号
平成 28 年度復興交付金事業東名・新東名橋梁下部工工事請負変更契約（第２回変更契約）の締結について
…護岸工の施工において、施工範囲内の既設護岸の河床根入れ部分が破損していることが判明し、法覆護

岸工を増工するもの。

10月臨時会可決議案 平成29年第６回臨時会を開催し、全議案を全会一致で可
決しました。議案の件名と主な内容は下記の通りです。

▲調整池等工事、南区排水機場（議案第 132 号）▲下水道管渠工事、五味倉排水区
　（議案第 133 号）

▲被災市街地土地区画整理事業により造成された野蒜ケ丘

▲人権週間ポスター
6平成30年2月1日発行



16議員が
市政をただす

一般質問は、議員が本市の一般事務に

関する質問を行ったり、政策提言を行う

ことなどを言います。議論の様子は録画

中継でもご覧になれます。

ページ 質問者（登壇者） 質問項目

8 五ノ井　惣一郎 ①市政執行の分野別事業に問う
②減反政策の廃止に問う

8 熊　谷　昌　崇

①コンビニ収納について
②長寿命社会を見据えた働き方につ

いて
③市保有施設からの落葉対策につい

て

9 石　森　晃　寿
①鳴瀬未来中学校移転に伴う通学路

の安全確保について
②専門学校等の設置について

9 上　田　　　勉　
①宮城オルレ「奥松島コース」の今後

の整備のあり方について問う
②老朽化している公共施設の整備に

ついて

10 大　橋　博　之
①矢本パーキングの活用手法を問う
②東松島ブランドを全国発信せよ
③お結び課の設置を検討せよ

10 長谷川　　　博　
①国保税の引き下げと被災者医療・介

護一部負担金免除の継続について
②住民要望・課題の検討について

11 小　野　幸　男
①野蒜地区の活性化と諸課題を問う
②教育現場における対応課題につい

て伺う

11 阿　部　としゑ
①教育委員会の指導を問う
②婚活事業の充実と新婚生活の応援

を

12 齋　藤　　　徹
①大震災における行方不明者の捜索

について
②本市の公共施設、学校関連施設の衛

生面について

12 櫻　井　政　文 ①世代間交流について
②認知症対策について

13 熱　海　重　徳 ①学校施設整備における現場要望対
応について

13 小　野　惠　章
①災害公営住宅の家賃低減の延長ほ

か課題について
②学童保育と学力向上対策について

14 土　井　光　正

①デマンドタクシー「らくらく号」の
利用拡大を図れ

②集団移転元地未利用地の維持管理
を的確にすすめよ

③通学路の安全対策について

14 手代木　せつ子　
①市有地の今後の利用について
②新興住宅地の住所表示について
③公園整備について問う

15 滝　　　健　一 ①豪雨被害の備えを万全に

15 佐　藤　富　夫 ①震災買い取り元地の利活用を問う
②本市の観光政策を問う

議会中継はこちらから
検索東松島市議会映像

http://www.higashimatsushima-city.stream.jfit.co.jp/
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1、市政執行の分野別事業に問
う

2、減反政策の廃止に問う

五ノ井惣一郎 議員

Q
A 市
政
執
行
の
分
野
別
に
問
う

公
約
実
現
に
事
業
施
策
を
図
る

　
　
　
　

①
国
際
的
な
防
災

に
つ
な
が
る
視
察
、

研
修
の
受
け
入
れ
は
②
イ
集

団
移
転
等
の
自
主
防
災
組
織

づ
く
り
は
ロ
消
防
団
の
育
成

強
化
は
③
18
歳
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
、
保
育
施
設
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
な

ど
は
④
仮
設
住
宅
の
集
約
の

状
況
と
見
通
し
は
⑤
特
定
防

衛
施
設
周
辺
整
備
交
付
金
の

大
幅
な
削
減
の
財
源
確
保
は

Q

　
　
　

市
長　

①
海
外
か
ら

20
回
、
39
か
国
か
ら

復
興
、
防
災
、
産
業
、
住
民

自
治
会
等
を
テ
ー
マ
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

②
イ
79
組
織
で
１
０
０
％
、

ロ
装
備
強
化
、
組
織
見
直
し
、

消
防
力
向
上
に
努
め
る
。

③
平
成
29
年
度
か
ら
は
15
歳

～
18
歳
ま
で
拡
大
し
て
実
施

す
る
、
平
成
30
年
４
月
に
私

立
認
可
保
育
園
を
開
園
す
る

A

学
童
ク
ラ
ブ
は
今
後
校
内
、

も
し
く
は
隣
接
へ
建
設
す
る
。

④
９
世
帯
で
あ
っ
た
が
、
仮

設
間
移
動
で
全
て
の
世
帯
か

ら
承
諾
を
い
た
だ
き
来
年
夏

頃
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
。

⑤
松
島
基
地
と
の
共
存
共
栄

の
中
、
幾
度
と
な
く
陳
情
要

望
を
行
い
交
付
金
の
確
実
な

確
保
に
粘
り
強
く
努
め
る
。

▲特定防衛施設周辺整備交付金増額を（松島基地正門）

1、コンビニ収納について
2、長寿命社会を見据えた働き

方について
3、市保有施設からの落葉対策

について

熊谷　昌崇 議員

Q
A コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
に
導
入
予
定

　
　
　
　

6
月
議
会
で
市
税

の
納
付
方
法
に
つ
い

て
質
問
し
、
検
討
し
て
い
く

と
い
う
回
答
を
得
た
が
、
11

月
23
日
付
の
石
巻
か
ほ
く
で

石
巻
市
の
市
税
収
入
率
右
上

が
り
と
の
一
面
記
事
が
載
っ

た
。

　

記
事
に
よ
る
と
、
平
成
15

年
に
納
税
環
境
を
改
善
し
よ

う
と
、
市
民
税
と
固
定
資
産

税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開

Q

始
。
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
件
数
は

3
割
を
超
え
、
口
座
引
き

落
と
し
を
上
回
り
、
窓
口
利

用
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

と
の
事
で
あ
る
が
、
6
月
議

会
の
時
は
「
市
内
部
で
検
討

中
」
や
「
経
費
が
か
か
る
の

で
」
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た

が
、
最
後
に
は
「
進
め
て
い

き
た
い
」
と
の
答
弁
を
得
た
。

　

本
市
で
の
導
入
の
進
捗
状

況
は
い
か
に
。

　
　
　

市
長　

コ
ン
ビ
ニ
収

納
に
つ
い
て
は
、
第

2
回
定
例
会
に
お
い
て
、
導

入
費
用
や
費
用
対
効
果
の
問

題
が
あ
り
、
検
討
中
と
答
弁

を
し
た
が
、
世
間
の
動
向
が

把
握
で
き
た
た
め
、
今
後
、

軽
自
動
車
税
、
市
民
税
、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険

税
の
4
税
に
つ
い
て
、
平
成

31
年
度
導
入
を
目
標
に
準
備

を
進
め
て
い
る
。

A

▲コンビニ収納

16 議員が市政をただす
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▲宮戸コースの整備は、市全体の誘客も考えての取り組み
が必要

1、宮城オルレ「奥松島コース」
の今後の整備のあり方につ
いて問う

2、老朽化している公共施設の
整備について

1、鳴瀬未来中学校移転に伴う
通学路の安全確保について

2、専門学校等の設置について

上田　　勉 議員

石森　晃寿 議員

Q

Q

A

A

宮
城
オ
ル
レ
の
拠
点
整
備
を
万
全
に

専
門
学
校
等
の
設
置
に
つ
い
て

受
け
入
れ
環
境
整
備
の
充
実
を
図
る

私
立
高
校
等
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

　
　
　
　

経
路
の
整
備
や
野

蒜
地
区
の
震
災
遺
構
、

旧
野
蒜
小
学
校
跡
地
、
青
少

年
自
然
の
家
の
利
用
、
民
宿

に
加
え
ホ
テ
ル
の
誘
致
活
動

等
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

市
長　

宮
城
オ
ル
レ

は
、
韓
国
版
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
「
オ
ル
レ
」

の
認
定
を
受
け
、
地
域
の
食

や
歴
史
、
文
化
な
ど
に
触
れ
、

QA

　
　
　
　

石
巻
管
内
に
は
、

専
門
学
校
等
が
少
な

い
の
で
、
仙
台
市
ま
で
、
通

学
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

先
日
、
東
松
島
市
と
学
校
法

人
タ
イ
ケ
ン
学
園
と
の
連
携

協
定
で
保
育
園
の
設
置
が
決

定
し
た
。
専
門
学
校
等
の
設

置
を
当
学
園
に
お
願
い
し
て

教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て

は
、
い
か
が
か
。
設
置
場
所

は
、
鳴
瀬
未
来
中
学
校
、
鳴

Q

回
遊
す
る
も
の
。

　

「
あ
お
み
な
」
を
拠
点
と

し
、
新
宮
戸
八
景
の
一
部
を

組
入
れ
10
キ
ロ
コ
ー
ス
を
設

定
す
る
。

　

今
後
、
野
蒜
地
区
の
イ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
整
備
を
見
据
え
、
野
蒜

駅
を
起
点
と
し
、
東
日
本
大

震
災
復
興
祈
念
公
園
や
東
名

運
河
、
野
蒜
海
岸
も
視
野
に

入
れ
、
現
コ
ー
ス
の
整
備
や

通
訳
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

瀬
桜
華
小
学
校
の
跡
地
を
候

補
と
す
れ
ば
、
跡
地
の
問
題

も
解
決
す
る
。
市
長
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

市
長　

タ
イ
ケ
ン
学

園
は
、
全
国
各
地
で

保
育
園
を
始
め
専
門
学
校
、

高
等
学
校
、
大
学
等
を
設
置

し
て
お
り
、
そ
の
生
徒
の
中

に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍

し
て
い
る
選
手
も
所
属
し
て

い
る
。

A

職
員
の
体
制
整
備
も
計
画
的

に
進
め
、
誘
客
効
果
の
高
い

コ
ー
ス
の
設
定
を
検
討
す
る
。

　

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、

旧
野
蒜
小
学
校
跡
地
の
体
験

型
宿
泊
施
設
、
松
島
自
然
の

家
、
野
蒜
地
区
に
民
間
活
力

に
よ
り
宿
泊
施
設
の
設
置
を

進
め
、
観
光
客
の
滞
在
を
促

す
受
け
入
れ
環
境
整
備
の
充

実
を
目
指
す
。

　

鳴
瀬
未
来
中
学
校
と
鳴
瀬

桜
華
小
学
校
の
今
後
の
跡
地

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
方
々
の
意
見
や
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
富
田
家
様

の
意
向
な
ど
を
考
慮
し
、
高

い
ハ
ー
ド
ル
で
は
あ
る
が
、

私
立
高
等
学
校
や
専
門
学
校

等
で
跡
地
利
用
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

▲今後の跡地利用が考えられる鳴瀬未来中学校敷地

一 般 質 問
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1、国保税の引き下げと被災者
医療・介護一部負担金免除
の継続について

2、住民要望・課題の検討につ
いて

1、矢本パーキングの活用手法
を問う

2、東松島ブランドを全国発信
せよ

3、お結び課の設置を検討せよ

長谷川　博 議員

大橋　博之 議員

Q

Q

A

A

住
民
要
望
・
課
題
の
検
討
状
況
は

矢
本
パ
ー
キ
ン
グ
の
活
用
を
問
う

入
学
準
備
金
・
中
学
入
学
前
に
支
給

活
用
を
目
指
し
努
力
す
る

　
　
　
　

市
民
要
望
へ
の
検

討
を
求
め
て
来
た
。

①
従
前
５
月
に
支
給
し
て
い

た
就
学
援
助
費
の
入
学
準
備

金
を
前
倒
し
し
て
年
度
内
の

３
月
に
支
給
す
べ
き
。
国
の

通
達
で
支
給
額
は
倍
増
し
て

い
る
。
②
障
が
い
者
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
だ
が
、
交
付
対

象
者
の
中
に
は
ガ
ソ
リ
ン
券

の
助
成
が
望
ま
し
い
と
す
る

方
も
い
る
。
決
算
に
よ
れ
ば

Q

　
　
　
　

矢
本
パ
ー
キ
ン
グ

の
活
用
に
つ
い
て
は

旧
矢
本
町
時
代
よ
り
現
在
ま

で
多
く
の
議
論
を
重
ね
て
き

た
。
し
か
し
、
有
効
な
活
用

方
法
が
見
い
だ
せ
ず
に
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
へ
の
昇
格
を
目
指
し

て
の
可
能
性
調
査
を
実
施
し

そ
の
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
活
用
手
法
に
つ

い
て
伺
う
。
①
サ
ー
ビ
ス
エ

Q

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
率
は
約

50
％
前
後
で
、
見
直
し
が
必

要
だ
。
③
災
害
公
営
住
宅
の

玄
関
ド
ア
の
防
風
対
策
を
。

強
風
時
ド
ア
が
開
か
な
い
、

子
供
が
腕
を
は
さ
ま
れ
る
な

ど
の
問
題
を
訴
え
て
い
る
。

　
　
　

教
育
長　

①
県
か
ら

10
月
に
前
倒
し
分
の

補
助
通
知
あ
り
。
中
学
入
学

時
に
負
担
が
大
き
く
な
る
こ

と
、
前
倒
し
支
給
の
審
査
で

A

リ
ア
の
建
設
に
つ
い
て
の
財

源
の
確
保
と
国
交
省
の
許
認

可
の
見
通
し
②
盛
土
材
確
保

事
業
の
今
後
の
活
用
③
パ
ー

キ
ン
グ
と
一
般
道
と
の
接
続

の
可
能
性
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

矢
本
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
へ
の
昇
格
整
備

に
つ
い
て
は
非
常
に
難
し
い

状
況
と
考
え
て
い
る
。
①
活

用
で
き
る
補
助
事
業
も
厳
し

A

世
帯
状
況
が
把
握
で
き
て
い

る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
現

小
学
６
年
生
を
対
象
に
実
施

す
る
。
小
学
校
入
学
時
の
前

倒
し
支
給
は
次
年
度
か
ら
実

施
す
る
。

　
　
　

市
長　

②
タ
ク
シ
ー

券
と
ガ
ソ
リ
ン
券
の

選
択
制
で
新
年
度
か
ら
実
施
。

③
団
地
全
体
の
対
策
は
困
難
。

個
別
に
ド
ア
ク
ロ
ー
ザ
ー
で

の
対
応
を
周
知
す
る
。

A

い
状
況
で
あ
り
許
認
可
等
も

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
②
一
時
的

な
避
難
場
所
と
い
う
防
災
を

軸
に
将
来
的
に
は
地
域
振
興

施
設
を
想
定
し
た
も
の
で
集

客
機
能
と
し
て
飲
食
や
物
販

が
可
能
な
施
設
を
考
え
て
い

る
③
矢
本
パ
ー
キ
ン
グ
と
の

連
結
路
線
で
あ
る
市
道
百
合

子
線
の
整
備
を
継
続
実
行
し

三
陸
道
と
連
結
で
き
る
よ
う

国
交
省
へ
要
望
中
。

▲前倒し支給により、文字通り入学準備に活用できます

▲今後の活用手法が検討されている矢本パーキング

16 議員が市政をただす
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▲授業中活発に答える子どもたち

1、教育委員会の指導を問う
2、婚活事業の充実と新婚生活

の応援を

1、野蒜地区の活性化と諸課題
を問う

2、教育現場における対応課題
について伺う

阿部としゑ 議員

小野　幸男 議員

Q

Q

A

A

教
育
委
員
会
の
指
導
を
問
う

野
蒜
地
区
の
活
性
化
と
課
題
を
問
う

実
態
を
把
握
し
指
導
す
る

に
ぎ
わ
い
創
出
で
活
性
化
を
推
進
す
る

　
　
　
　

①
福
井
県
の
中
２

の
男
子
生
徒
の
自
殺

を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に
先

生
方
に
対
し
困
り
事
や
不
満

悩
み
の
調
査
を
行
っ
た
か
。

②
生
ま
れ
つ
き
茶
色
い
髪
や

く
せ
毛
の
生
徒
へ
の
指
導
は
。

③
部
活
動
で
い
き
過
ぎ
た
指

導
等
は
な
い
か
。

④
他
の
学
校
行
事
や
交
流
と

学
び
研
修
会
等
に
参
加
し
て

学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が

Q

　
　
　
　

①
野
蒜
駅
周
辺
と

観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

活
性
化
の
カ
キ
焼
イ
ベ
ン
ト

と
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て
。

②
野
蒜
駅
を
拠
点
と
し
た
観

光
ル
ー
ト
の
足
の
確
保
は
。

③
野
蒜
ケ
丘
一
丁
目
の
集
会

所
整
備
と
南
北
通
路
の
避
難

場
所
と
指
定
す
べ
き
で
は
。

④
新
東
名
３
～
４
丁
目
の
堆

積
し
た
土
砂
撤
去
に
つ
い
て
。

⑤
野
蒜
ケ
丘
全
体
の
外
路
灯

Q

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
進
捗
状
況
と
問
題
点
。

⑥
不
審
者
情
報
を
得
た
時
、

教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

指
導
を
す
る
の
か
。

　
　
　

教
育
長　

①
学
校
生

活
全
般
に
お
け
る
悩

み
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
実
態
把
握
は
な
さ
れ
て
い

る
。

②
各
学
校
で
保
護
者
と
連
携

A

の
設
置
の
不
均
衡
と
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
計
画
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
主
体
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

奥
松
島
公
社
の
自
主
事
業
の

取
り
組
み
と
、
に
ぎ
わ
い
創

出
に
よ
る
活
性
化
を
推
進
す

る
。

②
東
松
島
市
地
域
公
共
交
通

再
編
実
施
計
画
を
基
に
、
官

民
連
携
等
の
公
共
交
通
を
検

討
す
る
。

A

を
図
り
対
応
し
て
い
る
。

③
け
が
の
防
止
と
健
康
観
察

の
徹
底
、
体
罰
の
禁
止
。

④
他
の
学
校
行
事
、
研
修
会

等
に
参
加
す
る
こ
と
は
良
さ

を
見
い
だ
し
教
育
活
動
に
役

立
つ
。
学
校
間
の
交
流
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

⑤
平
成
30
年
度
中
に
全
て
で

導
入
す
る
。
推
進
を
図
る
。

⑥
警
察
の
指
導
の
も
と
自
己

防
衛
能
力
を
高
め
る
指
導
。

③
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
野
蒜
市
民
セ

ン
タ
ー
を
大
い
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
。

④
周
辺
の
状
況
変
化
に
よ
り

幹
線
排
水
路
に
土
砂
の
堆
積

に
つ
い
て
は
、
再
度
現
地
確

認
を
し
判
断
す
る
。

⑤
地
元
の
要
望
を
現
地
確
認

し
、
市
の
設
置
基
準
に
合
わ

せ
対
応
し
、
カ
メ
ラ
は
合
計

２
基
設
置
す
る
。

▲野蒜地区の核となる、駅前広場のにぎわいが期待される

一 般 質 問

11 平成30年2月1日発行



1、世代間交流について
2、認知症対策について

1、大震災における行方不明者
の捜索について

2、本市の公共施設、学校関連
施設の衛生面について

櫻井　政文 議員

齋藤　　徹 議員

Q

Q

A

A

世
代
間
交
流
と
認
知
症
対
策
は

大
震
災
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
つ
い
て

非
常
に
大
事
な
部
分
と
と
ら
え
て
い
る 市

職
員
の
捜
索
参
加
も
鋭
意
検
討

　
　
　
　

①
少
子
高
齢
化
が

叫
ば
れ
て
い
る
中
で

世
代
間
交
流
は
重
要
だ
。
各

世
代
間
の
交
流
が
地
域
を
元

気
に
し
て
く
れ
る
。
世
代
間

交
流
を
推
進
す
る
た
め
の
環

境
整
備
と
そ
の
拠
点
に
な
り

う
る
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
開

設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
人
生
百
歳
時
代
を
迎
え
、

認
知
症
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

予
防
の
普
及
や
、
早
期
発
見

Q

　
　
　

①
捜
索
場
所
の
選
定

方
法
は
妥
当
か
。

②
捜
索
に
か
か
わ
る
消
防
団

員
装
備
の
妥
当
性
と
手
法
に

つ
い
て
。

③
市
の
捜
索
に
対
す
る
姿
勢

に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

①
消
防
団
、

消
防
署
、
警
察
署
と

合
同
で
、
年
２
回
海
岸
線
に

て
実
施
し
て
い
る
。

②
団
員
装
備
に
つ
い
て
は
、

QA

に
重
点
を
お
い
た
施
策
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
若

年
性
認
知
症
の
対
応
策
、
さ

ら
に
家
族
の
介
護
負
担
、
徘

徊
な
ど
の
社
会
問
題
に
対
し

て
の
策
を
問
う
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長

①
世
代
間
交
流
は
非

常
に
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
取
組
が
可
能
な
も
の
は

進
め
て
い
き
た
い
。
「
こ
ど

も
食
堂
」
に
つ
い
て
は
今
後

A

積
載
車
に
装
備
さ
れ
て
い
る

ト
ビ
口
、
団
員
持
参
の
レ
ー

キ
を
主
た
る
装
備
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
団
員
の
安
全
対

策
と
し
て
、
救
命
胴
衣
の
着

用
、
各
責
任
者
に
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
の
携
行
を
指
示
し

て
い
る
。

　

捜
索
の
方
法
は
目
視
を
基

本
と
す
る
。

③
捜
索
活
動
は
、
消
防
団
に

主
体
と
な
っ
て
い
た
だ
き
実

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

②
昨
年
度
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
若
年

性
認
知
症
の
方
を
対
象
と
し

た
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
に
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

を
市
に
設
置
す
る
予
定
に
し

て
い
る
。

　

今
後
も
認
知
症
が
あ
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

施
し
て
い
る
。
３
～
４
年
、

手
掛
か
り
や
、
成
果
が
無
い

の
が
実
状
。

　

今
後
は
、
捜
索
場
所
の
絞

り
込
み
や
手
法
の
改
善
、
捜

索
態
勢
の
見
直
し
等
を
消
防

団
や
関
係
機
関
と
協
議
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

市
と
し
て
の
取
り
組
み
も
、

市
幹
部
を
中
心
に
、
捜
索
へ

の
参
加
に
つ
い
て
も
鋭
意
検

討
し
て
い
く
。

▲全国に広がるこども食堂

▲行方不明者の捜索風景

16 議員が市政をただす
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1、学校施設整備における現場
要望対応について

熱海　重徳 議員

Q
A 学
校
施
設
整
備
に
お
け
る
現
場
要
望
対
応
に
つ
い
て

大
規
模
改
修
で
順
次
対
応
し
て
い
く

　
　
　
　

復
興
に
よ
り
小
中

学
校
の
新
設
、
計
画

が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
現

場
か
ら
は
ま
だ
修
繕
な
ど
多

く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

市
長　

学
校
行
事
や

航
空
祭
駐
車
場
と
し

て
利
用
可
能
か
検
討
し
た
際

に
校
庭
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
。
被
災
し

QA

た
市
内
の
学
校
整
備
の
バ
ラ

ン
ス
か
ら
し
て
も
、
矢
本
東

小
学
校
、
大
曲
小
学
校
な
ど

旧
矢
本
地
区
の
校
庭
整
備
は

順
次
対
応
し
て
い
く
。
ま
た

冷
暖
房
設
置
な
ど
現
場
か
ら

の
強
い
要
望
に
対
し
て
は
、

大
規
模
改
修
を
含
め
計
画
を

見
直
し
、
可
能
な
限
り
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

教
育
長　

現
場
要
望

に
つ
い
て
は
、
小
中

A

学
校
か
ら
随
時
修
繕
依
頼
書

に
写
真
を
添
付
し
て
提
出
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
は
緊
急
性
や
危
険
性

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
順
位
を
決
め
な
が
ら
速

や
か
に
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
大
規
模
改
修
の
年
次
計
画

な
ど
修
繕
計
画
が
現
場
と
共

有
で
き
る
よ
う
に
連
携
を
図

っ
て
い
く
。

▲矢本東小学校グラウンド

1、災害公営住宅の家賃低減の
延長ほか課題について

2、学童保育と学力向上対策に
ついて

小野　惠章 議員

A
可
否
総
合
的
に
判
断

　
　
　
　

①
災
害
公
営
住
宅

の
家
賃
低
減
延
長
ほ

か
課
題
に
つ
い
て

②
学
童
保
育
施
設
を
利
用
し

た
学
習
支
援
に
つ
い
て
の
本

市
独
自
の
施
策
の
考
え
、
施

設
管
理
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
導
入
に
お
け
る
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
の
考
え

に
つ
い
て

　
　
　

市
長　

①
東
日
本
大

震
災
特
別
家
賃
低
減

QA

事
業
は
、
６
年
目
以
降
段
階

的
に
引
き
上
げ
に
な
る
。

　

被
災
自
治
体
独
自
の
減
免

は
、
可
能
と
国
か
ら
通
知
さ

れ
て
い
る
。
市
財
政
へ
の
影

響
な
ど
を
考
慮
し
、
前
向
き

に
延
長
の
可
否
を
判
断
し
た

い
。

　

国
が
、
低
減
延
長
し
財
源

を
補
う
の
が
本
来
の
姿
で
あ

り
、
国
に
対
し
て
実
施
を
求

め
て
い
く
。

　
　
　

教
育
長　

②
独
自
の

施
策
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
、
教
育
委
員
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
放
課
後
こ

ど
も
教
室
や
、
学
習
支
援
事

業
の
実
施
を
含
め
検
討
す
る
。

管
理
は
、
学
校
と
別
に
な
る

が
連
携
を
図
り
、
児
童
を
安

心
し
て
任
せ
て
い
た
だ
け
る

体
制
整
備
を
図
る
。
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
学
習
支
援

シ
ス
テ
ム
構
築
を
検
討
す
る
。

A

▲家賃低減の延長を

Q
災
害
公
営
住
宅
家
賃
低
減
延
長
は

一 般 質 問
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1、デマンドタクシー「らくら
く号」の利用拡大を図れ

2、集団移転元地未利用地の維
持管理を的確にすすめよ

3、通学路の安全対策について

土井　光正 議員

Q
A 通
学
路
の
安
全
対
策
を
急
げ

歩
車
識
別
対
策
も
含
め
検
討
す
る

　
　
　
　

①
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
認
知
度
を
上

げ
、
乗
車
規
制
を
緩
和
し
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ
る
利
用

拡
大
を
図
れ
。

②
集
団
移
転
元
地
の
未
利
用

地
の
効
率
的
な
除
草
管
理
お

よ
び
鳴
瀬
東
名
地
区
の
排
水

対
策
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
地

域
基
盤
の
復
興
を
進
め
よ
。

③
通
学
路
の
安
全
確
保
の
対

策
と
し
て
水
路
へ
の
蓋
が
け

Q

等
の
設
置
で
新
た
な
歩
道
空

間
の
確
保
や
大
曲
小
学
校
西

門
か
ら
国
道
ま
で
の
歩
車
識

別
対
策
を
検
討
せ
よ
。

　
　
　

市
長　

①
荷
物
の
持

ち
込
み
制
限
を
撤
廃

す
る
。
ま
た
、
規
制
緩
和
に

つ
い
て
は
、
実
態
を
把
握
し

な
が
ら
実
現
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

②
未
利
用
地
は
将
来
に
わ
た

り
、
除
草
等
の
管
理
を
行
っ

A

て
い
く
。
東
名
地
域
の
排
水

対
策
は
漁
業
集
落
防
災
機
能

強
化
事
業
に
よ
り
、
排
水
機

場
を
新
た
に
設
け
る
。

③
歩
道
整
備
は
、
整
備
手
法

や
財
源
も
含
め
総
合
的
に
検

討
し
て
行
く
。
歩
車
識
別
対

策
は
、
車
両
及
び
歩
行
者
等

の
通
行
帯
が
視
認
で
き
る
こ

と
か
ら
有
効
で
あ
り
自
治
会

と
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら

実
現
に
向
け
検
討
す
る
。

▲危険な通学路　( 左：大曲地区・右：小松地区）

1、市有地の今後の利用につい
て

2、新興住宅地の住所表示につ
いて

3、公園整備について問う

手代木せつ子 議員

Q
A 小
野
駅
前
仮
設
撤
去
後
の
跡
地
利
用
は

施
設
整
備
の
方
針
も
含
め
て
検
討

　
　
　
　

陸
前
小
野
駅
前
、

国
道
45
号
南
側
は
東

日
本
大
震
災
後
、
住
宅
が
急

増
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

次
の
２
点
を
伺
う
。

①
同
地
番
に
は
既
に
30
戸
の

災
害
公
営
住
宅
が
完
成
し
居

住
済
で
あ
る
が
、
残
っ
た
仮

設
住
宅
を
撤
去
後
の
跡
地
利

用
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
東
日
本
大
震
災
後
、
人
口

Q

が
急
増
し
た
地
区
に
集
会
所

新
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

市
長　

①
現
存
の
小

野
駅
前
仮
設
住
宅
は

今
年
度
末
ま
で
に
は
解
体
が

完
了
予
定
で
あ
る
。

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
計

画
に
あ
っ
た
災
害
公
営
住
宅

と
し
て
の
土
地
利
用
は
せ
ず
、

他
の
有
効
活
用
方
法
の
検
討

を
考
え
る
。

②
集
会
施
設
は
、
１
地
区
１

A

施
設
を
基
本
と
考
え
て
い
る
。

　

往
還
地
区
に
は
既
に
往
還

地
区
セ
ン
タ
ー
と
小
野
駅
前

東
集
会
所
の
二
つ
の
拠
点
が

あ
る
が
住
民
の
利
便
性
や
国

道
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る

地
理
的
状
況
等
も
考
慮
し
、

施
設
整
備
の
方
針
も
含
め
検

討
す
る
が
、
当
面
は
現
有
施

設
を
地
域
内
で
お
お
い
に
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▲解体中の小野駅前応急仮設住宅

16 議員が市政をただす
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1、豪雨被害の備えを万全に

滝　　健一 議員

Q
A 豪
雨
被
害
の
備
え
を
万
全
に
せ
よ

更
な
る
避
難
誘
導
策
を
構
築
す
る

　
　
　
　

①
排
水
路
の
正
常

機
能
の
維
持
。
②
豪

雨
時
の
危
険
個
所
の
把
握
状

況
と
本
市
の
対
処
の
仕
方
。

③
洪
水
に
つ
い
て
も
防
災
関

連
事
業
に
取
り
上
げ
る
べ
き
。

④
子
供
や
災
害
弱
者
の
避
難

誘
導
策
。
⑤
防
災
マ
ッ
プ
の

修
正
版
を
作
成
す
べ
き
。

　
　
　

市
長　

①
雨
期
前
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
治

会
等
の
要
請
で
清
掃
を
し
て

QA

い
る
。

②
市
内
約
２
７
０
カ
所
の
土

砂
災
害
危
険
個
所
と
洪
水
浸

水
想
定
区
域
を
把
握
し
て
い

る
。
状
況
に
よ
り
記
録
的
短

時
間
大
雨
情
報
発
表
前
で
も

避
難
勧
告
等
を
発
表
す
る
。

③
地
震
津
波
に
限
定
さ
れ
な

い
防
災
意
識
の
向
上
に
向
け
、

今
後
も
啓
発
に
努
め
る
。

④
地
域
の
防
災
関
係
者
が
情

報
を
共
有
し
て
い
る
の
で
、

連
携
し
て
避
難
誘
導
に
あ
た

る
。
災
害
弱
者
は
避
難
準
備

情
報
発
表
と
同
時
に
早
い
避

難
開
始
を
呼
び
か
け
る
。
⑤

今
後
、
修
正
版
防
災
マ
ッ
プ

洪
水
編
の
作
成
を
進
め
る
。

　
　
　

教
育
長　

④
学
校
等

の
避
難
誘
導
は
、
常

に
体
制
を
整
え
て
い
る
。
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
も

の
で
、
今
後
一
層
、
安
全
な

避
難
誘
導
を
構
築
し
て
ゆ
く
。

A

▲小野歩道橋から見た鳴瀬川堤防

1、震災買い取り元地の利活用
を問う

2、本市の観光政策を問う

佐藤　富夫 議員

Q
A 震
災
買
い
取
り
元
地
の
利
活
用
を
問
う

提
言
ど
お
り
利
活
用
の
推
進
を
す
る

　
　
　
　

大
曲
浜
地
区
以
外

の
元
地
は
荒
地
同

様
の
状
況
。
日
本
三
景
の
一

角
と
し
て
見
苦
し
い
。

　

土
地
の
保
全
と
有
効
利
用

を
図
る
よ
う
に
提
言
す
る
。

①
有
償
無
償
で
の
貸
付
地
が

虫
食
い
状
態
に
あ
り
、
土
地

の
有
効
活
用
の
障
害
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
利
活
用
計

画
に
よ
り
、
体
系
的
な
有
効

活
用
を
提
言
す
る
。

Q

②
荒
地
、
雑
草
対
策
と
し
て
、

動
物
を
飼
育
す
る
こ
と
も
一

策
。
観
光
牧
場
を
誘
致
し
、

食
と
観
光
な
ど
一
石
二
鳥
の

相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

市
長　

①
に
つ
い
て

は
議
員
の
危
惧
す
る

と
お
り
で
あ
る
。

　

一
部
に
農
業
法
人
が
営
業

し
て
い
る
が
、
東
松
島
市
国

土
利
用
計
画
お
よ
び
特
別
名

A

勝
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
位

置
付
け
対
応
を
す
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
固
有
の

自
然
、
歴
史
、
文
化
資
源
あ

る
い
は
、
新
た
な
観
光
、
交

流
を
誘
導
す
る
土
地
利
用
を

検
討
し
、
農
業
系
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
系
用
地
と
し
て
利
活
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
議
員

提
言
の
観
光
牧
場
に
つ
い
て

も
考
え
て
み
た
い
。

▲荒地放置は条例違反、早急に対策を

一 般 質 問
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用
し
て
安
全
な
遊
び
場
の
確

保
及
び
生
活
の
場
を
主
眼
と

し
、
学
童
の
見
守
り
、
保
育

の
延
長
の
両
面
を
持
つ
。

　

視
点
と
し
た
「
学
力
向
上

策
」
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

施
設
は
狭き

ょ
う

隘あ
い

で
あ
っ
た
が

子
供
た
ち
は
楽
し
く
過
ご
し

て
お
り
、
N
P
O
法
人
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
協
力
し

て
の
運
営
が
身
を
結
ん
で
い

た
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会

行

政

視

察

報

告

②
保
育
園
の
民
営
化

　

公
営
施
設
を
一
定
に
保
ち

な
が
ら
、
小
学
校
ゼ
ロ
年
生

教
育
や
各
年
の
保
育
手
法
を

充
実
し
て
お
り
、
小
学
校
区

に
一
つ
ず
つ
整
備
す
る
と
し

て
い
る
。

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
使
用
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る

超
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
東

松
島
市
も
参
考
に
す
べ
き
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
年
度
取
り
組
む
べ
き
所

管
事
務
調
査
と
し
て
、
５
月

以
降
福
祉
関
連
計
画
・
教
育

関
連
計
画
を
内
部
調
査
し
た
。

　

そ
の
結
果
子
育
て
支
援
の

総
合
的
提
供
と
環
境
づ
く
り

が
市
政
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
次
の
自
治
体
事

例
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

<

岐
阜
県
土
岐
市>

①
子
育
て
支
援
事
業
お
よ
び

子
育
て
世
帯
外
出
支
援
補
助

金
　

地
域
の
ニ
ー
ズ
の
疎
密
は

あ
る
が
待
機
児
童
は
な
い
。

　

人
口
増
に
伴
い
多
目
的
視

点
が
必
要
で
あ
る
。
福
祉
事

業
と
の
連
携
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。

②
孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

県
の
事
業
で
作
成
し
た
も

の
で
あ
り
、
親
世
代
、
孫
、

子
と
の
関
係
性
を
良
好
に
す

る
上
で
貴
重
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
で
あ
る
。

<

愛
知
県
瀬
戸
市>

①
せ
と
っ
こ
モ
ア
ス
ク
ー
ル

お
よ
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

各
学
校
の
空
き
教
室
を
利

迫
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
大
き
な
震
災
に
見

舞
わ
れ
た
後
に
地
域
の
足
と

し
て
運
行
を
し
て
い
る
神
戸

市
に
伺
い
、
神
戸
市
の
中
で

も
、
や
や
東
松
島
市
に
似
て

い
る
状
況
の
地
域
で
あ
る
垂

水
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
に
つ
い
て
視
察
調
査
を

行
っ
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
交
通
の
導
入
の
き
っ
か
け

は
、
商
業
施
設
や
病
院
ま
で

の
交
通
手
段
が
無
い
、
高
齢

化
に
よ
り
自
動
車
の
運
転
が

困
難
と
い
う
よ
う
に
、
東
松

島
市
に
限
ら
ず
、
全
国
一
律

に
問
題
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
神
戸
市
は
利
用
促
進

の
た
め
に
大
型
商
業
施
設
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
利
用
促

進
券
を
大
型
商
業
施
設
に
購

入
し
て
も
ら
い
、
そ
の
施
設

で
３
、 

０
０
０
円
以
上
購
入

し
た
客
に
１
０
０
円
の
利
用

促
進
券
を
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
猪
名
川
町
の
取
組
は
、

29
人
乗
り
の
バ
ス
2
台
で
運

行
し
、
車
イ
ス
の
人
の
た
め

　

総
務
常
任
委
員
会
の
行
政

視
察
を
11
月
6
日
か
ら
8
日

に
か
け
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に

つ
い
て
兵
庫
県
神
戸
市
と
猪

名
川
町
に
伺
い
研
修
し
て
き

ま
し
た
。
東
松
島
市
に
お
け

る
課
題
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
（
ら
く
ら
く
号
）
の
利

便
性
及
び
コ
ス
ト
の
問
題
が

あ
る
。
市
民
か
ら
は
安
い
料

金
で
呼
ん
だ
ら
す
ぐ
に
車
輌

が
来
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
る
が
、
実
際
問
題
、
市

内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
委
託

を
し
て
い
る
た
め
、
民
業
圧

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
熊
谷
　
昌
崇

副
委
員
長
　
五
ノ
井
惣
一
郎

委
　
　
員
　
石
森
　
晃
寿

委
　
　
員
　
土
井
　
光
正

委
　
　
員
　
小
野
　
幸
男

民
生
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
上
田
　
　
勉

副
委
員
長
　
小
野
　
惠
章

委
　
　
員
　
手
代
木
せ
つ
子

委
　
　
員
　
佐
藤
　
富
夫

委
　
　
員
　
長
谷
川
　
博

総
務
常
任
委
員
会

行
政
視
察
報
告

▲土岐市議会（議場にて撮影）

▲行政視察とあわせて瀬戸市長を表敬訪問し、震災復興支援に対して御礼

▲神戸市行政視察の様子

▲猪名川町行政視察の様子
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広
報
常
任
委
員
会

行

政

視

察

報

告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

行

政

視

察

報

告

酒
「
南
部
美
人
」
が
有
名
だ

が
、
二
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力

の
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
た
。

打
開
策
と
し
て
海
外
で
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
３
年
間
の

継
続
事
業
と
し
た
。
海
外
で

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
セ
ミ
ナ

ー
を
積
極
的
に
開
催
し
た
結

果
、
国
内
外
の
評
価
が
向
上

し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
漆
文

化
を
世
界
に
発
信
し
新
規
需

要
の
発
掘
に
つ
な
げ
た
い
。

北
海
道
函
館
市
　
調
査
項
目

⑴
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に

向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
⑵
受
け
入
れ

体
制
の
取
り
組
み
⑶
函
館
市

地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
３
点
に
つ
い
て
調
査

し
た
。
要
望
Ｐ
Ｒ
を
行
う
ト

ッ
プ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
軸

に
知
名
度
の
向
上
の
た
め
の

各
種
の
取
り
組
み
を
多
角
的

か
つ
積
極
的
に
官
民
一
体
と

な
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。

岩
手
県
北
上
市
⑴
企
画
誘
致

に
つ
い
て
⑵
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
や
受
け
入
れ
態
勢

介
し
た
り
、
地
元
高
校
生
が

企
画
し
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
議
会
で
は
考
え
な

い
よ
う
な
若
者
の
視
点
観
点

か
ら
の
意
見
も
出
さ
れ
、
温

か
い
対
応
に
心
が
け
高
校
生

に
も
政
治
に
関
心
を
深
め
て

い
る
。
ま
た
、
政
策
提
案
の

手
法
と
し
て
大
学
と
の
連
携

は
、
予
算
も
か
か
ら
ず
本
市

に
と
っ
て
も
一
考
を
要
す
る

取
り
組
み
で
も
あ
る
。

〇
軽
井
沢
町

　

平
成
20
年
10
月
か
ら
報
告

を
実
施
す
る
。
軽
井
沢
町
は

人
口
２
万
人
弱
の
町
に
、
観

光
客
が
年
間
８
０
０
万
人
も

の
交
流
人
口
が
あ
り
、
町
の

環
境
も
都
会
的
部
分
を
醸
し

出
し
て
い
る
独
特
の
自
治
体

で
あ
る
。
平
成
22
年
３
月
に

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語

る
会
」
に
変
更
し
、
議
会
活

動
を
広
報
す
る
た
め
あ
ら
ゆ

る
媒
体
を
利
用
し
な
が
ら
、

モ
ニ
タ
ー
は
各
年
代
か
ら
と

男
女
半
数
ず
つ
で
任
期
1
年

と
し
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会
を
年

1
回
開
催
し
謝
礼
と
し
て
は

年
５
、
０
０
０
円
と
す
る
。

議
会
だ
よ
り
で
は
町
民
の
意

見
を
反
映
し
た
対
話
型
広
報

を
目
指
し
、
紙
面
作
り
に
は

議
員
自
ら
写
真
、
割
付
、
レ

イ
ア
ウ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
ま
で

編
集
作
業
に
当
り
、
市
民
の

声
を
真し

ん

摯し

に
聞
い
て
議
会
改

革
を
推
進
す
る
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は

「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」「
企
業
誘

致
に
つ
い
て
」
所
管
事
務
調

査
の
テ
ー
マ
２
点
に
つ
い
て

行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

岩
手
県
二
戸
市
「
に
の
へ
ブ

ラ
ン
ド
海
外
発
信
事
業
に
つ

い
て
」
国
産
漆
の
約
70
％
を

生
産
し
て
い
る
日
本
一
の
漆

の
産
地
で
あ
り
南
部
杜
氏
の

技
法
を
用
い
て
作
ら
れ
た
地

　

広
報
常
任
委
員
会
は
、
11

月
20
～
22
日
に
わ
た
り
北
陸

の
石
川
県
加
賀
市
（
議
会
活

性
化
と
広
報
広
聴
事
業
）
と

長
野
県
軽
井
沢
町
の
（
広
報

広
聴
事
業
の
市
民
参
加
）
に

つ
い
て
を
視
察
し
ま
し
た
。

〇
加
賀
市

　

各
議
員
、
委
員
が
地
域
の

テ
ー
マ
を
策
定
し
報
告
会
を

開
催
し
て
い
る
。
市
民
の
感

想
や
議
会
に
対
す
る
意
見

を
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紹

推
進
に
つ
い
て
の
２
点
で
す
。

新
幹
線
高
速
道
路
等
の
交
通

網
に
恵
ま
れ
10
カ
所
の
工
業

団
地
を
有
し
て
い
る
。
企
業

誘
致
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
誠
意

を
も
っ
て
根
気
よ
く
」
と
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
あ
る
。
今

後
は
「
技
術
の
高
度
化
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
し

企
業
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
日
本

一
を
目
指
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大
橋
　
博
之

副
委
員
長
　
熱
海
　
重
徳

委
　
　
員
　
齋
藤
　
　
徹

委
　
　
員
　
阿
部
と
し
ゑ

委
　
　
員
　
櫻
井
　
政
文

委
　
　
員
　
滝
　
　
健
一

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
小
野
　
幸
男

副
委
員
長
　
櫻
井
　
政
文

委
　
　
員
　
上
田
　
　
勉

委
　
　
員
　
手
代
木
せ
つ
子

委
　
　
員
　
熱
海
　
重
徳

委
　
　
員
　
大
橋
　
博
之

委
　
　
員
　
熊
谷
　
昌
崇

▲二戸市、現地視察を実施

▲北上市行政視察の様子

▲加賀市議会行政視察の様子

▲軽井沢町議会行政視察の様子
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　改選後初となる議会懇談会を平成 29 年 11 月 18 日（土）午後６時 30 分から、矢本西市民センター、大曲市民
センター、野蒜市民センターの３カ所において行いました。
　３会場合わせ 35 人の皆さんが参加してくださいました。
　各会場では市政に関すること、議会に関すること数多くの意見や要望が出されました。
　要望や意見の内容によっては歯切れの悪い回答となりましたが、各会場で回答しましたように、議会各常任委
員会で対処すべきもの、執行部に対し市政の課題として伝えるもの、各議員が議員活動や政治活動の中で対処す
べきものがありますが議会に対する要望・意見については、議会としての早い対応に心がけていきたいと思いま
す。
　また、各市民センターでの意見・要望等の概要については、表のとおりですが意見等に対する各種措置につい
ては、市政に関することは、議長に報告し関係部課にお伝えいたしますし、議会に関する事項については、担当
したグループが責任をもって対処いたします。

矢
本
西
市
民
セ
ン
タ
ー

参加議員 小野惠章、熊谷昌崇、櫻井政文、長谷川　博、上田　勉
参加市民 ６人

要 望 意 見 等 回 答 状 況

市政に
関すること

①市の財政状況について 企業誘致や観光振興等で収入増を図る。
②矢本西市民センター周辺の側溝管理について
③地盤沈下による排水の影響や排水計画における
　改善されるものについて市の説明を求める

市に要望済みということなので産業建設常任
委員会で確認後回答する。

議会に
関すること

①改選後の議会の雰囲気と新人議員の活動状況に
　ついて

行政課題は是々非々、新人教育は各会派で実
施している。

②今後の議会改革について 特別委員会を設置し、1 年以内に基本条例およ
び定数・報酬・倫理規定などの見直しを行う。

③若い人が選挙に出やすくするための方策について 落選のリスクや収入面のことを考えると立候
補しづらい。特別委員会で検討する。

大
曲
市
民
セ
ン
タ
ー

参加議員 佐藤富夫、阿部としゑ、五ノ井惣一郎、土井光正、齋藤　徹
参加市民 １２人

要 望 意 見 等 回 答 状 況

市政に
関すること

①災害公営住宅入居者の生活困窮者への支援につい
て 市長の住民懇談会で確認してほしい。

②津波等の緊急避難場所を整備してほしい

③いじめ対策の現状と対策について 常任委員会・教育委員会で調査している。
結果について回答。

④企業誘致について 結果が出ているとは聞いていない。
⑤定川のジョギングコース整備および貝田公園に桜

の植樹を 提案として受け止める。

⑥指定管理のあり方について 執行部に伝える。
⑦矢本運動公園を早く運動場に戻してほしい 執行部に伝える。

議会に
関すること

①懇談会について ( 参加者が少ない ) 方策についてさまざま考える。

②宿泊施設についてどう考えるか 産業建設常任委員会での調査内容を回答。
野蒜ケ丘に新たにホテルが建設される。

議会懇談会を実施しました

▲矢本西市民センター ▲大曲市民センター ▲野蒜市民センター

18平成30年2月1日発行



野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー

参加議員 小野幸男、大橋博之、滝　健一、石森晃寿、手代木せつ子
参加市民 １７人

要 望 意 見 等 回 答 状 況

市政に
関すること

①仮設住宅の状況について 83 戸まで減少した。
②野蒜ケ丘の空き区画について 確認後報告。

③下水道料金の値上げについて 今年度 50 円／㎥ 値上げする。平成 32 年度
に赤字が解消する。

④野蒜駅周辺のトイレ整備について 執行部に申し入れる。
⑤新東名の側溝整備について 執行部に申し入れる。
⑥コミュニティ・スクールについて 調査後報告する。
⑦上下水道と下水道料金の未納について 法律の改正が必要であり、国に働きかける。
⑧奥松島の観光について 宮城オルレの利活用が望まれる。
⑨宮戸地区の水田の復旧はあるのか 県の整備計画により再開する。
⑩野蒜ケ丘の街灯が少ない 調査し回答する。
⑪未来中通学路の安全対策について 国と協議している。
⑫鳴瀬川の堆砂について 国交省が定期的に見守っている。

　なお、当日のアンケートの概要は、次の通りです。
１　来場数およびアンケート数
　　来場数 35人
　　アンケート数 31( 矢本西５人、大曲９人、野蒜 17人 )
２　年齢等
　40～ 50代が 8人
　60代以上が 21人
　無回答が 2人（男性 26人、女性 5人）
３　議会懇談会への期待
　　議会活動状況、意見交換、市の事業への要望
４　報告内容
　　解りやすかった 62％
　　どちらともいえない 20％　　
５　議会懇談会の会場数
　　市内３カ所　20％
　　市内８カ所　42％

　また、自由意見をいただきましたもののうち、テーマについ
てお聞きしました。

１　議会改革等内部的なもの
２　議会の役割の基本
３　地域の現状と課題
４　コミュニティスクールの運営、地域と学校との話
５　少子高齢化対策
６　交流人口の復興、震災の伝承
７　将来的なビジョン
８　地域コミュニティ活性化の方策
９　各地域に特化した議会活動の現状

皆さんの意見を議会活動等に反映させるべく活動をしてまいります。
今後も報告会等、議会活動にご協力よろしくお願い致します。

友好都市 大田区（東京都）との議員交流事業

友 好 都 市 東 松 山 市 と の 交 流 事 業

　10 月 15 日～ 16 日まで、阿部議長と産業建設常任委員会委員 6 名は、友好都市大田区を訪問し、議員交流事業を行った。
　その内容は①蒲田駅前広場で東松島産品販売支援②大田観光情報コーナー見学③おおた商い観光展 2017 見学④物流ター
ミナル羽田クローゲート見学⑤大田区議会議員との懇談会⑥産業連携支援施設視察⑦大田区立障がい者総合サポートセン
ターさぽーとぴあ見学⑧大田区議会本会議傍聴⑨大田区役所内ペーパラボ見学と盛りだくさんであった。
　この交流事業に参加しての感想は、優れた立地環境を活かした大田区のものづくりのこだわりや姿勢に感銘を受けた事、ま
た、特区を活用した観光戦略に学ぶ所があったことである。
　大田区議会議員との交流を今後さらに密にし、東松島市の産品を首都圏という巨大マーケットでいかに流通させるかとい
う課題をクリアーするヒントを得たいと考えている。

　11 月３、４日の２日間議員派遣における民生教育常任委員会委員による交
流事業を実施した。
　初日、東松山市の市を挙げてのスリーデーマーチが開催されており、多く
の参加者で賑わう中、震災後、多くの支援を頂いてきた東松山市であるが、
特に現在放課後児童クラブ施設等に使用されているプレハブの支援を頂いた
ボッシュ社の会場ブースを訪ねての表敬を行なった。また、東松山市役所に
おいて東松山市議会との意見交換では、本市委員より震災の対応、復興の現状や課題が述べられ、それに対して多くのもの
を学ぼうとする東松山市議員の熱い思いが感じられた。
　翌日、５㎞ウォーキングのイベントに参加、東松山市の一大観光イベントを肌で感じるとともに、本市ＰＲのため汗を流
す本市の海産物販売ブースや大曲浜獅子舞の民間交流事業における市民の皆様の頑張る姿に、改めて敬服し民間交流の大切
さを感じるものであった。

▲スリーデーマーチに参加（５㎞）
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
「
市
議
会

だ
よ
り
」
を
通
し
て
、
市
民

の
皆
様
に
議
会
活
動
を
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
す
る
よ
う

努
め
ま
す
の
で
、
何
卒
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
広
報
常
任
委
員
会

で
は
議
会
改
革
に
先
進
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
市
町

村
の
行
政
視
察
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
議
会
関
係
者
の
報
告

と
そ
の
後
の
活
発
な
質
疑
の

中
で
当
市
で
も
取
り
入
れ
可

能
な
も
の
は
実
現
に
向
け
て

委
員
間
で
議
論
を
し
て
い
ま

す
。

　

戌
年
に
は
勤
勉
な
努
力
家

と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。
他
市
町
村
の
良
き
所
は

学
び
つ
つ
、
当
市
の
独
自
性

も
発
揮
し
な
が
ら
、
議
会
改

革
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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松本　新一さん
（上河戸）

第４回東松島市議会定例会の感想
　私は初めて「市議会」を傍聴しました。
　議員各位の質問テーマは　１．産業の創出、活性化　２．婚活・結婚→子育て→教育の充実　３．健
康寿命、認知症予防・介護　等々多岐にわたっていました。各位の知見や調査に基づき、鋭く、時には
軽妙に答弁者である市長、教育長ならびに市行政幹部に質問し、真剣な質疑応答のさまに感心しました。
　答弁は、主に市長が市政の人・物・財源・安全／安心　の観点から、優先付けを行い　１．来年度の
実施　２．検討継続事項　３．将来の課題等に区分して回答していました。
　市議会での質疑応答を踏まえ、より良い市政にまい進することを期待いたします。
　市長ならびに議員各位の考え方、具体的活動が身近に感じられ一市民として、有意義な時間を持てた
ことに感謝します。

議会運営および活動状況 平成29年9月11日以降
　 9月１１日　議会運営委員会
　 9月１３日　総務常任委員会
　　　　　　　産業建設常任委員会　
　　　　　　　広報常任委員会
　 9月１４日　民生教育常任委員会
　 9月１５日　財務常任委員会
　 9月１６日　あおい地区敬老会
　 9月１７日　松島医療生活協同組合平成29年度健康まつり
　 9月２１日　平成29年度秋の交通安全運動に伴う出動式
　　　　　　　民生教育常任委員会
　　　　　　　産業建設常任委員会
　　　　　　　財務常任委員会
　 9月２２日　議会運営委員会
　 9月２３日　矢本はなぶさ幼稚園運動会
　 9月２５日　総務常任委員会
　 9月２６日　民生教育常任委員会
　 9月２７日　産業建設常任委員会
　　　　　　　財務常任委員会
　 9月２９日　議会運営委員会
　　　　　　　産業建設常任委員会
　 9月３０日　矢本中央幼稚園運動会
　　　　　　　野蒜ケ丘各丁目自治会設立総会
　　　　　　　第16回港湾感謝祭開会式
　　　　　　　鳴瀬幼稚園運動会
１０月   ４日　三陸縦貫自動車道・アクセス道路の整備促進と道路整備予算
　　　　　　　の確保に関する要望会
１０月   ５日　いきいき百歳体操交流会
　　　　　　　東松島市火葬場新築工事安全祈願祭
１０月   ６日　広報常任委員会
１０月   ７日　矢本東小学校運動会
　　　　　　　赤井南小学校運動会
　　　　　　　宮野森小学校学芸会
　　　　　　　ぎんの星　きのこ祭り
１０月   ８日　第6回東松島市長杯地域交流パークゴルフ大会
　　　　　　　第6回石巻地区少年剣道錬成大会
１０月   ９日　第46回若鷹旗争奪少年野球大会
　　　　　　　第12回東松島市長杯争奪男子ソフトボール大会
１０月１１日　議会運営委員会
１０月１２日　全国市議会議長会基地協議会東北部会　役員会
１０月１４日　平成29年度第二管区海上保安本部展示総合訓練
           　　　 赤井小学校学習発表会
　　　　　　　まるごと大曲ふれ愛まつり
１０月１５日　野蒜ケ丘まちびらきまつり
１０月１７日　宮城県市議会議長会秋季定期総会
　　　　　　　財務常任委員会
　　　　　　　広報常任委員会
１０月２０日　全国市議会議長会基地協議会　正副会長・監事・相談役会
１０月２１日　第12回ひがしまつしま市民文化祭開会セレモニー
　　　　　　　大塩小学校文化祭
　　　　　　　矢本西小学校学習発表会

　　　　　　　鳴瀬桜華小学校学芸会
１０月２２日　鳴瀬未来中学校文化祭
１０月２３日　全国市議会議長会基地協議会東北部会　役員会および第25回定期総会
１０月２４日　産業建設常任委員会
１０月２５日　平成29年度東松島市なかよし音楽会
　　　　　　　平成29年度第１回防災研修会
１０月２６日　全国市議会議長会基地協議会北海道部会定期総会
　　　　　　　矢本第一中学校文化祭
　　　　　　　客船「飛鳥Ⅱ」入港歓迎式典
１０月２７日　石巻広域圏商工会議所　３首長と経済団体との意見交換会
１０月２８日　最上川さくら回廊事業植樹式典
　　　　　　　矢本第二中学校文化祭
　　　　　　　東松島高校文化祭
１０月２９日　2017東松島市ライオンズ旗争奪Ｕー10フットサル大会
１０月３１日　松島基地航空祭感謝状交付式
１１月   １日　総務常任委員会
　　　　　　　民生教育常任委員会
１１月   ２日　矢本西小学校開校記念式典
１１月   ３日　第25回東北私立高等学校女子選抜ソフトボール大会兼
　　　　　　　第63回全国私立高等学校女子選抜
　　　　　　　ソフトボール大会東北予選会
１１月   ４日　ＯＴＡふれあいフェスタ友好セレモニー
１１月   ５日　小野地域ふるさと愛あいまつり
　　　　　　　東日本大震災復興記念公園完成式典
　　　　　　　上下堤そばまつり
　　　　　　　東松島市大曲地区体育館落成式
１１月   ６日　鳴瀬川水系改修工事促進期成同盟会役員会および意見交換会
１１月１１日　矢本中央幼稚園おゆうぎ会
１１月１３日　全国市議会議長会基地協議会第89回理事会
１１月１５日　第12回全国市議会議長会研究フォーラムｉｎ姫路
１１月１７日　民生教育委員会
　　　　　　　議会運営委員会
１１月１８日　市政功労者表彰式
１１月２２日　第50回宮城県市議会議長会　議員研修会
１１月２４日　航空自衛隊中部航空音楽隊東松島演奏会
　　　　　　　産業建設常任委員会
１１月２５日　あすなろ発表会
１１月２６日　第50回記念　東松島市クロスカントリー大会
　　　　　　　矢本西コミュニテイ協議会サルビア植栽事業の反省会
１１月２９日　総務常任委員会
１１月３０日　平成27・28・29年度宮城県教育委員会指定学力向上
　　　　　　　研究指定校事業公開研究会
１２月   １日　広報常任委員会
　　　　　　　議会運営委員会
１２月   ２日　吉田川床上浸水対策事業着工式
　　　　　　　赤井南小学校学習発表会
１２月   ３日　鳴瀬幼稚園　クリスマスお祝い会
　　　　　　　第６回東松島市観光と物産のＰＲ会×カキ祭り
　　　　　　　第22回ヤッくんカップ争奪家庭バレーボール大会
　　　　　　　第７回東松島市児童・生徒書道展（デンマーク王国友好記念）表彰式
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